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We report the phenomenon of enhancement of the proton flux (a 
few times 10KeV ～ 1MeV) as a precursor of the arrival of the 
interplanetary shock wave. We have found that the proton flux 
begins to enhance in advance of the arrival of the interplanetary 
shock wave at the L1 point in the data observed by the ACE satellite. 
Mechanism of enhancement of the proton flux, and the possibility 
of the prediction of the shock arrival for the space weather 
will be discussed.
　コロナ質量放出などの太陽面現象により惑星間空間に形成された 
衝撃波が地球磁気圏に大きな影響を及ぼすことが知られている。こ 
の衝撃波の到来に先行してＬ１点でのプロトンのフラックス 
（数十KeV～1MeV）が増大する現象が見られることが分かった。 
 
　ＡＣＥ衛星は地球磁気圏に到達する前のＬ１点での惑星間空間 
衝撃波を観測することが出来、地磁気じょう乱発生のよいモニター 
となっているが、Ｌ１点での衝撃波の通過から地磁気じょう乱の 
開始までの時間は１時間程度であり、衝撃波のＡＣＥリアルタイム 
データは地磁気じょう乱の予測として利用できる期間が短い。 
１９９９年２月１６日から１８日のＡＣＥ衛星の観測によると、 
１７日６：２０ＵＴ頃に最初の衝撃波が、また１８日２：１０ＵＴ 
頃に二番目の衝撃波が通過した。これに伴い、地磁気嵐が１７日 
７：０９ＵＴと１８日２：４６ＵＴに起こっている。一方、ＡＣＥ 
に搭載されているEPAM (Electron, Proton, and Alpha Monitor) 
による観測によると、上の衝撃波に先立って、１６日１６：５０ 
ＵＴと１７日９：３０ＵＴ頃に明らかなプロトンフラックスの 
通常レベルからの増大が見られた。以上から、この数十KeV～1MeV 
のエネルギーを持つプロトンのフラックスは衝撃波に１日前後先 

立って増大を始めており、惑星間空間衝撃波の到来の前兆現象と 
見なせる可能性を示唆している。このような例は１９９９年だけ 
でも何例か見られ、特殊な現象ではないことが予想される。 
 
　講演ではＡＣＥ衛星のデータのみならずＷＩＮＤなど他の衛星 
のデータとの比較や、プロトンが衝撃波に先行し、またそのフラ 
ックスが増大するメカニズムについても考察を行う。さらに今後 
宇宙天気予報への活用の可能性についても述べる予定である。


